
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

廻道 巡

ノイマン
モルフェウス
キュマイラ

防衛隊員

26

渇望

疎まれた子

自傷

死と再生

ストレンジャーズ隊員

男

33

好敵手

1
2
3
2

0
1
0
0

0
0
0
0

1
3
3
2

25
9
9
14
28

1 6
2

軍事2 1

ハンドレッドガンズ

double created black
　└100↑

射撃
　　
射撃
射撃

3r+6
0

3r+6
3r+6

0 Lv+4

Lv+5
Lv+6

[3+5] 射撃武器をふたつ作成 攻撃力+1
[3+5] 射撃武器をふたつ作成 攻撃力+2

0 0

Dロイス:達人(アデプト)
“逝き遅らせ” 読坂平津
“黒くぬれ！” 黒崎剛道
シナリオ:アサシンズセル

信頼
傾倒
執着

無関心
偏愛

敵愾心

コネ:UGN幹部
コネ:要人への貸し

4

ワーディング

リザレクト

C:ノイマン

ターゲットロック

ハンドレッドガンズ

マルチウェポン

ダブルクリエイト

コンバットシステム

プロファイリング

★

0

2

2

4

1

1

2

★

-

1d10

2

3

3

3

3

3

-

オート

気絶時

メジャー

セットアップ

マイナー

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

視界

-

-

視界

至近

武器

至近

-

至近

シーン

自身

-

単体

自身

-

自身

-

自身

自動

自動

-

自動

自動

対決

自動

対決

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv(下限値7)

対象への攻撃力+[Lv*3]

射撃武器作成

武器2つの攻撃力を合計する

作成武器を2つに変更　攻撃力+Lv

射撃選択 ダイス+[Lv+1]個

物品や品物から人物像を特定するよ！

かいどうめぐる/傾倒するマゾヒスト
イメージBGM:L.L.L. feat　MYTH&ROID

「俺は！！ 剛道さんに！！ ターゲットロックしてァ痛！！ 痛い！！ 無言で殴らないでください剛道さん！！ でもそういうところも好きですもっと殴って！
もっと！ アッーーーーー！！！」

【キャラ詳細】
トリガーハッピーのクレイジーサイコホモ。
オーヴァードに覚醒する以前からマゾヒスト。クレイジーサイコホモになったのはうっかりノイマンとして目覚めてしまったためで、その驚異的な頭脳で人間性
を理解しすぎた結果、上司である黒崎剛道に心酔して傾倒した。
「死ぬ時は剛道さんに頭を潰されて死にたい」と同僚には常々こぼしており、そのたびに気持ち悪がられている。
しかし実戦での戦果は非常に優秀で、キュマイラシンドロームによって得た怪力とモルフェウスシンドロームによって作り出したアンチマテリアルライフルをノ
イマンシンドロームによって二丁同時に使い分けるというトンデモ戦法をとる。
コードネームはもちろん剛道を意識したもの。

一度死にかけたことによって「死はこの世でもっとも激しい快楽」だということを知覚する。
しかし「黒崎剛道と殺し合うまでは絶対に死なない」と固く心に誓っているため、自ら死ににいくようなことはしない。
UGNの混乱や治安悪化については彼自身は特に何か感慨を抱くといったことはなく、「色々大変だろうけど頑張って欲しい」といった程度の感想しかもってない
。

現在の望みは「黒崎剛道のストレス発散やその他利己的な目的のために暴力的な対応をされること」である。
──彼は自身もオーヴァードでありながらもレネゲイド排斥主義を掲げる彼に歪んだ愛情を向けている。いつか来る破滅、あるいは、いつか来る祝福の為に、彼
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